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論文内容の要旨
イ三;論文は 2 光束干渉分光法を口J視、紫外などの短波長領域で実現することを主眼としてこのような
領域に適した干渉分光法および干渉分光用の安定した干渉計の開発について研究した結果をまとめた
ものである。
本文は第 l 編と第 2 編からなり、第 l 編では可視、紫外領域に適した 2 光束干渉分光法を提案し、
その原珂むよび分光器としての実現性に関しての論理的解析をおこなった。
第 l 編の第 1 章においては、ホログラフイ分光法を記録の方法によって分類し、同時にその記録条
件を確す.することによってこの方法の実用性に関する評価をおこなった。またここでこの分光法に適
した干渉計を提案するとともに、ヘテロダイン技術をホログラフイ分光法に適用できることを示したO
第 2 章では第 l 章のホログラムの記録性の問題を解決する l つの方向として回折格子と干渉縞の相
関を検出することによって分光をおこなうことができることを提案した。また同時にこれを干渉計
の 1 つの鏡の回転によって行ない得ることを示した。
第 3 章では、第 2 章で提案した方法と従来の S ・ 1 . S.A. M法とを対比して考察し、直接にスペク
トルを選択変調して得ることができる干渉分光法について述べている。これによって S . 1 ・ S.A.M
法に比べて、より安定した分光器として作動することを予想することができた。また変調法について
も反身持克の振動による複変調法という新しい変調法を提案し、その解析をおこなった。
第 4 章では回転機構を用いることによってもフーリェ分光用の干渉計が構成されることを提案した。
これは光路差の制御を摺動から回転運動に換えることによっておこない、機械的精度の要求を緩和す
ることを意図したもので理論的にもその精度を解析した。
第 2編では、第 l 編で提案した分光法の原理ならびにその実用性を確かめるために装置を試作し、
若干の実験を行なった結果について述べている。
第 1 章ではホログラフイ干渉計による実験およびヘテロダインホログラフイ分光法の実験をおこな
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いその結果について考察を行なった。
第 2 章では相関型干渉分光法の実験をおこないその結果を考察した。
第 3 章では複変調法を用いて撰択変調をおこなう干渉分光法の実験をおこない1論的予想、と 致す
ることを確かめている。
第 4 章では、回転方式を採用したフーリエ分光用干渉計を試作し、インターフェログラムを測定し
た。あわせてこの方法に対する考察をおこなった。
総括においては上に述べた各方法の特徴、実用性についてまとめている。
論文の審査結果の要旨
干渉分光法によれば、プリズムあるいは回折格子を用いた分光法にくらべて格段に大きな光束が利
!日できる利}tAがあるが、干渉分光法においては干渉計をmいることから、その機械的安定性に対する
要求が非常に厳しく、また干渉計の操作についても高精度の制御系が必要となる。本研究はこれらの
条件が特に厳しく要求される可視、紫外域に於て使!日し得る安定な 2 光束干渉分光法の開発を目的と
している。本研究の端緒はホログラフイ一分光法であり、これとフーリエ分光法にむけるインターフ
エログラムとの関連を調べるとともに、これを分光器として実用するために最も適ヴと忠われる干渉
計及び分光装置の条件について考察している。ついでホログラフイ一分光法のひとつの問題点である
記録感材の非直線性を解決する jj法としてホログラムと走古格子との相関を光電的に検知して行なう
分光法と 5.I.5.A.M との関連を明らかにしている。以上の関連を解析した結果、さらに振巾選択
による直接干渉分光法を提案している。 5. I .5. A ・ M に於ては 2個の同折格子を同時に同じ角度だ
け [~l悼式させるものであるが、本分光法に於てはごれを l 個の回折格子と振動鏡によっておきかえたも
のであり、 5 . I ・ 5 .A. Mの利点、を保持するとともに、短波長領域に於ても新しい分光法として
期待される。なお以上の分光法をモデル実験によってその原理を確かめている。
以上の研究結果は、この方面の進歩に大きな貢献をなしたものと信じられる。よって本論文は博士
論文として価f直あるものと認Jめる。
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